
清水高原(きよみずこうげん)歳時記（高原の 365 日）   NO 9－4 

≪長野県山形村≫(やまがたむら) 
山形村防災訓練を清水高原地区でも実施     2016 年 9 月 4 日 澤田 繁 著 

 

 山形村の２０１６年の防災訓練は９月４日の日曜日に行 

なわれた。村では地区毎に実施されるが、清水高原地区は 

山間地で離れているため、独自の地区として実施する事に 

なった。 

 村から出された今年の重点課題は、安否確認情報の収集 

と災害時要支援者の所在確認・連絡班未加入世帯の安否確 

認情報収集とある。 

清水高原地区（連絡班）の連絡班加入は 11世帯であり 

地区自体の実施案内を事前に２度配布し、声も掛けました。清 

清水寺管理世帯は連絡班でもあるので人の把握は出来ていますが、事業所であるスカイランドきよみずは近 

くに寮があるため人の所在の事前調査をし、更に訓練出席をお願いしておきました。 

９月４日９時、本来の１次避難場所であるスカイランドきよみずの直ぐ下のテニスコート隣接のテラスが今 

回の集合場所でした。下の地区の出席は余り良く無いと聞いていたので、集まってくれるか心配でしたが、ほ 

とんどの方が時間通りに集まってくれてほっと 

しました。一世帯は予定より早い「出産」で来 

れなくなったとの連絡が入りました。 

 そう言えば、普段個々には会ってはいるが、清 

水高原連絡班の方が一同に会した事は、これまで 

なかったので何か変な気がした。それもそのはず 

初対面の組み合わせが多い、後で自己紹介をしま 

しょう。（最後に集合写真を撮ってしまいました） 

 安否確認用紙に記入し、事前に用意した避難用 

マップを配布し、苦労して作成してくれた女房が 

避難用林道など、詳しく説明をしました、同時に 

に４０年近く住んでいる私どもが「ここで発生し 

た災害」を語り、災害に備える一助となったらい 

いなと思いました。 

                      ５年前までテニスコートの周辺は木がしげり、ヘリコプタ 

ーの降りる場所がありませんでした。コートを改修するタイ 

ミングに合わせて、20ｍ以上の木９０本近くを切って発着 

可能にしました。今回の訓練は、ドクターヘリの緊急着陸を 

想定した訓練とし、発着には２面あるコートのネット等が邪 

魔になるので、ネット巻き（常設）でワイヤをゆるめてネッ 

トを外す訓練・ネット支柱を外す訓練を行いました。救助ヘ 

リの場合更に物が風で飛ばされないようにする訓練が必要 

となるのでやっかい。訓練後、その足でただちに安否確認表 

を村役場の対策本部に届けて終了となりました。 

歳時記ホームはこちら http://www.go.tvm.ne.jp/~sawada/saijiki/saijikihome.htm 
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